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マタイ福音書の16:13-21:22の段落の大きな流れ  
16:13-17:21 イエスは苦難にあうが復活の栄光に至る神の子キリストである  

17:22-18:35 イエスが神の子キリストであることにつまずくな  

19:1-20:16 この世知者・パリサイ人やこの世の富む者は、後になる  

20:17-21:22 イエスは、仕える者であるあわれみ深い柔和なダビデの子、後の者が先に
なる

 

天の御国が近づいた。つまり、復活の主、柔和な王の勝利の時が近づいた。  

 

ChatGPT OpenAI o1  

1. 16:13-17:21  
「イエスは苦難を受けるが、復活の栄光に至る神の子キリスト」

ペテロの告白（16:16）
「あなたはメシア（キリスト）、生ける神の子です」という宣言によって、イエスの真の姿が弟子たち
の前にはっきり示されます。
受難予告（16:21）
その直後に「エルサレムで苦しみを受け、殺され、三日目によみがえる」という逆説が語られます。
変容山の栄光（17:1-8）
イエスが「栄光に変容」してモーセとエリヤと会話し、天の声によって「これはわたしの愛する子」と
重ねて宣言されます。ここに、イエスが神の子キリストとしての栄光を“先取り”する姿が描かれます。

要点: イエスのメシア性（神の子）と、「苦難と復活」という道筋が一体であることを示す。

2. 17:22-18:35  
「イエスが神の子キリストであることにつまずくな」

第二回目の受難予告（17:22-23）
弟子たちは再び示される「殺され、三日目によみがえる」という宣言に恐れや悲しみを抱きます。
宮の納入金（17:24-27）
神の子であるイエスが本来払う必要のない税を、あえて“つまずきを与えないため”に納めます。弟子た
ちは、イエスの超越的権威とへりくだりを学びつつも、そのギャップに戸惑います。

2025-03-07

1 / 5



18章: つまずきの警告、赦し、共同体規律
「幼子のようにならなければ天の国に入れない」「ふたりまたは三人の名による集まりにはイエスご自
身が臨在する」など、神の子がもたらす新しい秩序を理解できない人々への警告が続きます。「つまず
くな」との言葉通り、メシアの逆説的あり方に心を留めよ、という呼びかけです。

要点: イエスの神の子キリストとしての正体ゆえに生じる“つまずき”から目をそらすことなく、「幼子
のような信仰」「兄弟を赦す共同体性」をもって従うよう促される。

3. 19:1-20:16  
「この世の知者・パリサイ人、この世の富む者は後になる」

離婚問題（19:3-12）
パリサイ人は律法の字句を駆使してイエスを試みようとしますが、イエスは創世記の“初め”に立ち返
り、神の本質を示し、彼らの“知恵”の実態を覆します。
金持ちの青年（19:16-30）
戒めを守ってきた富める青年も、「財産を捨てて従う」段になると去ってしまう。人間の常識なら「祝
福されているはずの富む者」が実は神の国に入りにくいという強烈な逆説が示されます。
ぶどう園の労働者のたとえ（20:1-16）
「最後の者が最初に、最初の者が最後にされる」と総括される、神の国の測り方は人の常識を超えてい
ることを改めて強調します。

要点: “地上的には偉い・富んでいる・学識のある人”が、そのまま“神の国で先になる”とは限らない。
むしろ逆に「つまずく」例が並べられる。

4. 20:17-21:22  
「イエスは仕える者である、あわれみ深い柔和なダビデの子。後の者が先になる」

第三回目の受難予告（20:17-19）
これで“3度目”となる十字架と復活の予告。いよいよクライマックスへ向かう。
ヤコブとヨハネの母の願い（20:20-28）
弟子の中でも“上の座”を求める姿と、それに対するイエスの「仕える者こそ偉大」との逆説的教え。イ
エス自身が「人の子は仕えられるためではなく仕えるために来た」と語る。
ふたりの盲人の叫び（20:29-34）
「主よ、あわれみたまえ（ダビデの子よ）」と必死に願う盲人と、名誉を求める弟子たちが対比され
る。弱い者をあわれむイエスこそ真の王としての姿を表し、盲人たちは“後の者”から“祝福を先取りする
者”へと転換する。
エルサレム入城と宮清め（21:1-22）
ロバの子に乗っておられる「柔和なダビデの子」としてエルサレムに入られたイエスは、神殿で宗教指
導者層の不正を糾弾し、外見ばかりの信仰を覆される。このあと偽善者たちとの本格対立に入ってい
く。

要点: メシアは圧倒的な王者というより、「仕えるしもべ」「あわれみ深い王」。これが神の国の真の
“王の姿”であり、常識をまたも逆転させる。
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結論：天の御国が近づいた、すなわち復活の主・柔和な王の
勝利の時が近い

 

イエスが繰り返し受難と復活を予告する中で、神の子キリストは“敗北に見える十字架”を経て“真の勝
利”である復活に至ることが明かされます。
この世の強者や知者たちがかえってつまずく一方で、小さい者・弱い者・病む者が神の国に先にあずか
る――そうした“逆転の勝利”が明確に打ち出される構成が16:13-21:22の大きな特徴です。
そしてエルサレム入城後、十字架へと向かわれるイエスの歩みは、「柔和な王」が“仕える道”を極める
ことによってもたらされる究極の救いであると提示され、復活によってそれが明確に証明されます。

あなたのまとめにあるとおり、「天の御国が近づいた」の最終的な実現は、“十字架と復活”を通して表され
る“柔和な王”の勝利です。マタイ福音書は、この逆説に満ちた救いの物語を一貫して描き、その確かさを弟
子たち（そして読者）に伝え続けているわけです。

 

 

Kanno Kazuhiko / ChatGPT 4.5 2025.3.7  

ChatGPT 4.5  

この箇所（マタイ16:13～21:22）の文学的構造を踏まえた、大きな流れを整理してみましょう。

段落の構成とそのテーマ：  

❶❶❶❶ 16:13–17:21  
「イエスは苦難にあうが、復活の栄光に至る神の子キリスト」

ペテロの告白（16:16）：「あなたは生ける神の子キリストです」
イエスのメシア性・神の子としての本質が明らかにされる。

しかし、その直後に、イエスはご自身の苦難と復活を初めて予告する（16:21）。
「神の子キリスト」であることと「苦難」が切り離せないことが示される。

変貌山（17:1–8）で栄光の姿を示すことによって、苦難の後に訪れる栄光が予示される。
神の声（17:5）「これはわたしの愛する子、わたしはこれを喜ぶ。彼の言うことを聞け。」
苦難の前に復活の栄光が約束される。

キーワード：神の子キリスト・苦難・復活・栄光

❷❷❷❷ 17:22–18:35  
「イエスが神の子キリストであることにつまずくな」

再びイエスはご自身の死と復活を予告する（17:22–23）。
つまずきに対する警告（18章全体）
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天の御国に入るには子どものように低くなる必要（18:1–4）
弟子をつまずかせることへの厳しい警告（18:6–9）
迷える一匹の羊のたとえ（18:10–14）
赦し合い（18:15–35）:「兄弟を赦す」という教えで、つまずきを乗り越える道を示す。

弟子たちは、イエスが示した苦難の道につまずかず、謙遜と赦しをもって互いに受け入れ合うようにと
教えられる。

キーワード：つまずき・謙遜・赦し・低さ

❸❸❸❸ 19:1–20:16  
「この世の知者・パリサイ人やこの世の富む者は、後になる」

パリサイ人たちとの問答（離婚問題）（19:1–12）
人の考え（この世的知恵）ではなく、神の創造の原則に基づく。

子どもたちを祝福（19:13–15）：天の御国は子どものような者のもの。
金持ちの青年（19:16–30）：富む者は入りにくい。

「先の者が後になり、後の者が先になる」（19:30）
ぶどう園の労働者のたとえ（20:1–16）

この世の価値観（先の者）が、神の国では後に回されることが明示される。

キーワード：世の価値観・パリサイ人・富・逆転の原理

❹❹❹❹ 20:17–21:22  
「イエスは仕える者である、あわれみ深い柔和なダビデの子、後の者が先になる」

3度目の受難予告（20:17–19）：再度、イエスはご自身が受難と復活に向かうことを示す。
「仕える者」の模範（20:20–28）：人の子は仕えるために来た。
二人の盲人への癒し（20:29–34）：ダビデの子が「あわれみ」を示す。
柔和な王としてのエルサレム入城（21:1–11）：ゼカリヤ書9章9節の預言の成就。
神殿の清め（21:12–17）：宗教的指導者の地位の逆転を象徴する。
いちじくの木を呪う（21:18–22）：形式的信仰（見かけは先）への厳しい裁きを示す。

キーワード：仕える者・柔和・あわれみ・ダビデの子・逆転

【文学的・神学的まとめ】  
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この段落の中心的メッセージは、「イエスが神の子キリスト（メシア）であること」は世の人々の常識や期
待とは逆転した方法（苦難と十字架、柔和さと仕えること）で成就される、というものです。神の国におけ
る価値観はこの世の価値観と真逆であり、「先の者が後になり、後の者が先になる」という逆転の原理が繰
り返し強調されています。

この逆転こそが、メシアとしてのイエスのアイデンティティの核心であり、「天の御国が近づいた」という
宣言の意味（勝利の柔和な王が来られる）を明確に示しています。

さらに、イエスが繰り返し自身の苦難と復活を予告していることから、十字架と復活という出来事が、メシ
アの真の栄光を現す決定的な瞬間になることが示唆されています。

最終的な結論：  

マタイ福音書16:13～21:22の大きな流れは、
「苦難と復活を通して真の栄光を現すメシアであるイエスの本質を示し、この逆説的なメシア像につまずか
ず、柔和さと仕える姿勢によって、神の国の逆転の原理を受け入れるよう弟子たちに迫っている」  と整理で
きます。

「天の御国が近づいた」という宣言は、柔和でありながら、復活によって圧倒的勝利を遂げる王の到来を意
味しているのです。
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